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コミュニティ・スクール導入について

コミュニティ・スクールとは？
コミュニティ・スクールとは、学校運営協議会を設置した学校をいいます。

学校と地域がパートナーとして連携・協働するために、学校は「地域に開かれた学

校」から一歩踏み出し、地域でどのような子供たちを育てるのか、何を実現していくの

かという目標やビジョンを地域住民・保護者と共有し、地域と一体となって子供たちを

育む「地域とともにある学校」へと転換していく必要があります。

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）は、学校と地域住民・保護者が力を合

わせて学校の運営に取り組むことが可能となる「地域とともにある学校」に転換するた

めの仕組みです。この制度を導入することにより、地域ならではの創意や工夫を生か

した特色ある学校づくりを進めていくことができます。

学校運営協議会とは？
学校運営協議会は、法律に基づき教育委員会により任命された学校運営協議会委

員（教職員、保護者、地域住民、学識経験者等）で構成されます。その任命された委

員が、一定の権限をもって、学校の運営とそのために必要な支援について協議する合

議制の機関のことです。

学校運営協議会の主な役割とは？
〇校長が作成する学校運営の基本方針を承認します。

〇学校運営について教育委員会又は校長に意見を述べることができます。

〇教職員の任用に関して、教育委員会規則で定める事項について、教育委員会に

意見を述べることができます。

〇子供たちがどのような課題を抱えているのか、地域でどのような子供を育てていく

のか、何を実現していくのかという目標やビジョンを共有できます。

【目標・ビジョンの共有】

〇校長が作成する学校運営の「基本方針の承認」を通して、学校や地域、子供たち

が抱える課題に対して関係者がみな当事者意識をもち、「役割分担をもって連携・

協働による取組」ができます。 【当事者意識、役割分担】

〇校長や教職員の異動があっても、学校と地域との組織的な連携・協働体制がで

きます。 【持続可能性】

ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙのメリット・魅力は何？

導入の背景
子ども達を取り巻く環境や学校が抱える課題の複雑化・多様化に伴い、学校だけで

それらを解決することが困難になっております。

その解決に向けて、学校と地域が一体となり、子どもの成長を支える仕組みが必要

になってきたことによります。
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コミュニティ・スクール導入により

期待される効果（全国の事例から） 

 
子供における効果 
・子供たちの学びや体験活動が充実する。 
・自己肯定感や他人を思いやる心が育つ。 
・地域の担い手としての自覚が高まる。 
・防犯・防災等の対策によって安心・安全な生活ができる。 
 
地域における効果 
・経験を生かすことで生きがいや自己有用感につながる。 
・学校が社会的つながり、地域のよりどころとなる。 
・学校を核とした地域ネットワークが形成され、地域の課題解決につなが 
る。 
・地域行事に参加する子どもが増加し、地域の方々とのふれ合いにより、
自己肯定感が高まり、地域と学校の一体感が生まれる。 
・保護者は､地域の方々に子どもが支えられていることを実感し、安心感を
持つとともに、地域の一員としての所属感を高めることができる。 
 
教職員における効果 
・学校や地域に対する理解が深まり、家庭教育との相乗効果が生まれる。 
・地域人材を活用した教育活動が充実する。 
・地域の協力により子供と向き合う時間が確保できる。 
・説明責任を果たすことが必要なため、校長、教職員の意識が高まる。 
 
保護者における効果 
・学校や地域に対する理解が深まり、家庭教育との相乗効果が生まれる。 
・保護者同士や地域の人々との人間関係が構築できる。 
・地域の中で子供たちが育てられているという安心感が生まれる。 
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コミュニティ・スクールの仕組み
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・霞ヶ浦中学校区コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）開始

・霞ヶ浦中学校区学校運営協議会【第１回】

・下稲吉中学校区学校運営協議会推進委員会【第１回】
・千代田義務教育学校区学校運営協議会推進委員会【第１回】

・霞ヶ浦中学校区学校運営協議会【第２回】

・下稲吉中学校区学校運営協議会推進委員会【第２回】
・千代田義務教育学校区学校運営協議会推進委員会【第２回】

・下稲吉中学校区・千代田義務教育学校コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）開始
・下稲吉中学校区学校運営協議会【第１回】
・千代田義務教育学校区学校運営協議会【第１回】

・霞ヶ浦中学校区学校運営協議会【第３回】
・下稲吉中学校区学校運営協議会【第２回】
・千代田義務教育学校区学校運営協議会【第２回】

スケジュール（案）

内　　　　　　容
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・霞ヶ浦中学校とコミュニティ・スクールについて打合せ
・【霞ヶ浦中学校区】コミュニティ・スクールモデル校選定

・霞ヶ浦中学校区の各学校運営協力員会でコミュニティ・スクール先行実施の説明を各校で実施。（６月
　末～１０月にかけて、霞ヶ浦中、霞ヶ浦南小、霞ヶ浦北小）

・霞ヶ浦中学校区各ＰＴＡ本部役員へコミュニティ・スクール先行実施の説明を各校で実施。

・下稲吉中学校区・千代田義務教育学校区の各学校運営協力員会・ＰＴＡ本部役員会で来年度コミュニ
　ティ・スクール導入の説明を実施。（９月～１２月にかけて）

・霞ヶ浦中学校区学校運営協議会推進委員会【第１回】

・霞ヶ浦中学校区学校運営協議会推進委員会【第２回】
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